
高度急性期・急性期の区分に関する
アンケート調査の結果について

１．調査対象 平成２９年度病床機能報告において高度
急性期機能を有する病棟を報告したすべて
の医療機関（１３機関）

２．調査年月 平成３０年９月

３．回答数（率） １３機関（１００％）

４．調査結果
（１）高度急性期病床と急性期病床を区分する指標を検討する

ことの意義について

46%

23%

16%

15%

臨床的機能の違いはなく、

指標の検討に意義がない

臨床的機能の違いが明らか

であり、指標の検討は大変

意義がある

臨床的機能の違いある程度

あり、指標の検討は意義が

ある

その他の理由で意義がない

４．調査結果
（２）貴院で高度急性期病床を急性期病床と比較して、特別な

体制や医療機能があるか。

46%

39%

15%

特別な体制・機能はない 特別な体制・機能がある どちらとも言えない

４．調査結果
（３）（２）で「ある」場合、どういう体制・医療機能が

あるか。（複数回答可）
0 1 2 3 4 5 6 7

看護師の数

医師の数

薬剤師の数

医師・看護師・薬剤師以外の数

医師の資格

急性期病床にない医療機能

急性期病床にない特別な機器類

その他特別な体制
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４．調査結果
（４）高度急性期と急性期の区分の指標を設定した場合、

設定後、どういう期間での見直しが適当と考えるか。

38%

8%
8%

46%

２年に１回 毎年 最初に固定した方がいい どちらとも言えない

４．調査結果
（５）高度急性期と急性期を区分する指標として、どの項目が

適当と考えるか。（複数回答可）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

保険診療点数

重症度・疾患名

使用された医療機器

看護師数

手技（術式、麻酔方法）

医師数

在院日数

その他

４．調査結果
（６）（５）で選択した中で、優先する項目は何か。

50%

34%

8%

8%

保険診療点数 重症度・疾患名 手技（術式、麻酔方法） 医師数


